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二〇一六年に観た舞台から
松井哲朗（劇評誌「続・観劇片々」主宰）
昨年の一年間に観た舞台は、同じ舞台を複数回観た作
品もそれぞれ一本と数えて総数一〇六本、その他に短編が一七本の合計 二三本であった。その中から北海道内で観た道内劇団作品に限って、印象に残った次の七編を紹介します。すべて私の観劇随想個人季刊誌『続・観劇片々』五二号～五五号に収録した観劇記から抜粋・要約したもの す。「糜爛」は昨年末の初見で、その時に書いたのだが昨年のこの欄に間に合わなかったので、その時のものを含めて紹介 ます。糜　
爛
 
 
シアター・ラグ・２０３
作・演出／村松幹男劇場名／ラグリグラ劇場
　　　　
一五年一二月一六日
殺さなければ殺される～一人 女の戦後昭和史
敗戦直前の片田舎、その街に住むある娘がその街の商
家に見初められて嫁ぐが半月も経たぬうちに夫・アキヨ
シは召集され、婚家で密かに暮らしている中に一年後に敗戦となり夫は戦死と通告される。
夫の兄はノモンハン事件で戦死し次男は病死、後を継
ぐはずだった三男の夫も戦死したために婚家の両親はたった一人の娘を一番番頭と娶わせこの商家を継ぐ準備をして、この未亡人は孤立する。
彼女に好意を寄せる資産家の病弱の男・サトルと密会
するが、彼は彼女を本当に愛しているわけじゃない。そんな中に死んだ 夫がヒロポン中毒の身で帰ってくる。当時ヒロポンは禁制の薬品ではなく疲労回復の妙薬として珍重されていたのだ。
喜ぶ身内たち。だが彼女は、サトルとの密会の場所に
密かに付けて来た夫アキヨシが嫉妬して弱いサトル 首を絞めるので、ヒロポン中毒で力 ない夫・アキヨシを強い意志で撲殺する。殺した 女 右手 震えが止まらない。視ていた彼・サトルは「あん 悪くない」と弱々しく言い続ける。そこで開き直 彼女は、殺した夫・アキヨシを彼・サトルと協力して古井戸に投げ込む。身内たちは、戦地で苦労 た夫・アキヨシ 解放され感覚で放浪しているのだろうと行方不明 詮索しなか
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た。
夫殺害の犯行が露見するのを恐れた彼女は、一緒に居
た彼・サトルも抹殺する決意をして彼女の家の女中だった素朴な少女に依頼し当時は貴重だった白砂糖にヒロポンを混入、 なからぬ金銭と一緒に渡して男・サトルを呼び出させる。少女は男・サトルの傍で意識を失う。まんまと二人を抹殺した彼女は、その後も不審火に見せかけて義父母 焼死させて に親切だった女中も巻き込んでしまう。
つまり「殺さなければ殺される」という乱世を生きる
手段でしぶとく生き延びる。その信念の良し悪しの評価以前の生きる基準が昭和史と連結して描かれるのだ。まさに昭和史を一人の女性の個人史に置き換えたオリジナルの物語なのだ。
昭和史は「殺さなければ殺される」を水面下の合言葉
に行った殺戮の歴 であり、この舞台はそれを個人の歴史として圧縮したのだろうが そ テーマは残念ながら現在も通用している。もしかし 人間が生き 限り 動物的本能としての根本原理かも知れない しかし人はどうやってその根本原理を乗り越えて行くかが人間 して生きる基本原理なのかも れ い。国が乱れる話
　
 
 
 
続いて一二月二三日
「糜爛」という語句は何となく紊乱・腐乱・などという「爛れる・腐 ・乱れる」という意味だとは感じ いた。念のために「広辞苑」を引くと「ただ ること。転じて、国 乱れることをたとえていう」と出ていた まさにこの舞台は、この女に象徴されて、国が「 れて
いる」 ことを描いた、 そのものずばりのタイトルなのだった。それを再確認させられた第二回目の観劇だった。シビアな歴史観
　
 
 
　
 一六年一月二七日
三回目を観た今日、印象的だったのはラストシーン
だった。 「殺さなければ殺される」をモットーに昭和戦後史を生きてき 女は、そうせざるを得なかった昭和国家という制度の力に反発する生命力で生きてき だが、昭和天皇の死で、その昭和が終わった瞬間に彼女は自分の人生の終わりを直感す 。平成という自分の知らない相容れない時代に対して己自身 葬り去ろうとするのだ。
ここで彼女に、不思議な反人間的な昭和という国家思
想に対する疑問が持ち上がったのだ。彼女の糜爛は国家の糜爛によって創られた糜爛だ ろうか？
 この
積極的な行動を起こす彼女のインパクトが大きなニヒリズムだった世界観に衝撃を受けた。
その時に取り調べの刑事の「別の人生は考えられな
かったのですか？」という問いに対して彼女は あなたは若い」と言って呵々大笑する。 にと て平成以降の人たちは世界の根源を甘く見ているとしか思えないのだろうか？悪い天気
 
一五年度北海道戯曲賞大賞受賞作品
作／藤原達郎
　　
演出／前田司郎
劇場名／札幌かでる２・７ホール
　　　　
 一月三一日
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あり得ない、でも、あり得る関係性
雨催いのある夜、同棲する若い二人の男女が、近くの
公園でビールとピーナッツを持参で外飲みを楽しんでいる。この二人はお互いに愛しているらしいのにも関わらず、何かどうしてか会話が噛み合わない。とにかくこの状況の中ではお互いの話を理解しようとしないし、それぞれが勝手に自分の思いや直前の経験などを話 合いながら全くお互いの話が行き違う。
でも二人はお互いに自分の非を認めるから争いにはな
らない。でも噛み合わない原因や理由ま には考えが及ばず、噛み合わない事実 体に が至らないことが重大であり、二人はそれに全く気 付か あるいは気が付かないふりをしている。
その具体的な経緯が延々と繰り広げられるのだが そ
れがどんどんエスカレートしても、やっぱ 二人はそことに気 ず、際どいところでまた争いは避けられる。
そこへメガネを失くした男が現れるのだが、彼もまた
同じように、この二人との会話 全く噛み合わず、それでもなお、 の三人は二ｖｓ一だったり一ｖｓ一ｖｓ一だったりしながらも、この常識外の対人関係を危うく保ちながら、それぞれの思惑を何 か主張しようと無理をしながら延々と不思議な状況の中 終わりのない時間を行くのだ。
そしてそれを強調するように一本立った傍の外灯 時
に応じてチカチカと明りが点滅する。それを「昔 テレビや洗濯機が動かなくなると叩いて直した」 言 なら雨傘で叩いて元に戻そうとす 女、それに異 に反応
する眼鏡男……そしてポツンポツンと雨が落ちてくる。
これを当日パンフの〈あらすじ〉によると「悪い天気
の夜に、男と女が公園のベンチでおしゃべりをします。女が夢の話をします。男はあまり聞いていません。そこに眼鏡をなくした男が現れます。外灯の調子が悪くて、チカチカします。天気はどんどん悪くなります」とたった五行でしか書かれていない
まったくその通りで、舞台に現れるのはこの五行だけ
なのだ。それだけが延々と、あり得ない状況をあ 得る人間 関係性として不思議なリアリティがあるのだ。
ラストに近く雨が降ってくる そしてその雨がだんだ
ん盛大に って来る、 最後には狂ったよう 豪雨になり、それを多分小石で造った豆のような粒を降らしてすさまじい雨音とともに舞台全面を覆う。一切が石礫のような雨に流される いうか、この関係性の無意味を象徴するかのように雨の中 押し流される。一人、一人と去って無人となった後には豪雨がひとしきり降り続き……何起こったのか？
 呆然と無人の中に降る豪雨を見詰める
観客である僕が居た。糜
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      二月三日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　積極的平和主義
基本的には前三回で纏めた感想以上には無いのだが、
不思議に今回は、昨秋ころ問題に いわゆる「積極的平和主義」について僕が他誌に書いて た文章を思い出していた。最初は何と一三年一二月だった。 （以下は
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『続・観劇片々』四二号より要約）
それは若い頃の僕自身の個人的な想い出だったり、
一九六〇代からノルウエーのヨハン・ガルトゥング博士の「積極的平和」の考え方だったり、元・ウルグアイ大統領ホセ・ムヒカさんのこと 憲法九条やいわゆる戦争法案に関するも など他誌に書いた文章がたくさんある だが、舞台作品『糜爛』とどう う関係 あるのか分からないし、逆にいえば、この舞台がこういう現実を考え直すきっかけになったとも言えるのかも知れないとも思う。そんなことを考えていた。
そして、この『糜爛』は、一人芝居の既成概念を改め
させられ、 一人芝居の新しい枠組みを考えさせられた 「シアター・ラグ２０３」の多くの一人芝居の中 一つでもあった。亀、もしくは…
　　
 
札幌座
作・演出／斎藤歩劇場名／教文会館小ホール
　　　　　　
二
 月一一日
　　　舞台と客席との壁を乗り越えて取り込まれる
何度観ても意義深い舞台だ。僕は、基本的に舞台は客
観的に観るものだ 思っているのだけども、この舞台はいつの間にか観ている僕自身も精神を病んだ患者の一人ではないの ？
 と訳の分からない疑問を持つように、
舞台と客席と 壁を乗り越えて取り込まれるような気分になる。実はこれが演劇 根本的な魅力な 。
ラストに、この五人がそれぞれに精神を病む人たちだ
ということが分かり、この六〇分はその人たちの異常ゴッコだったというドンデンがあるのだが、劇中でも盛んに「心の異常 正常の境界はどこにある」と疑問提起されるのだ。まさにこの劇は 「劇と現実の境界はどこにある」と観客をも巻き込んでその定義を問いかける。それは永久 分からないのが人間の存在そのも なのかもし ない。サウンズ・オブ・サイレンシーズ
  
弦巻楽団
作・演出／弦巻啓太
　　　　　
劇場名／シアターＺＯＯ
　　　　　　　　
四月一六日
ミステリアルな人間関係
たった二人だけの姉妹、姉・つばめは、父が亡くなっ
て一人残された老いた母親の世話をするために、母 一緒に大きな家で静かに暮らしている。
妹・つぐみは、幼い頃から母に疎外されたと思い込み、
高卒と同時に独り立ちし、今は塾の講師として生計をたて、高校教師の渉と将来の結婚を夢見ながら同棲している。世話焼きでお節介で積極的なつぐみは、母と二人暮らしで侘しい姉を勝手に心配し、渉の先輩であり同僚でもある妻に逃げられた男・集を姉に紹介し世 を広げさせようと思い 渉と図って一計 案じる。
渉とつぐみ、集とつばめの二組のカップルを巡る展開
がテンポよくコミカルに演じられるのだが 一つ一つシーンが何度も繰り返され、その都度そのシーンの中で語る台詞 微妙に違っ くる。挿入されたり削除され
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つまり、この街の怪獣とは、人々の心の中から生まれ
出た悪意の共同幻想であり、妖精とは、怪獣というそれらの悪意の塊をほぐしてゆく人々の強い意志の総意の象徴であろうか。
こういう話の展開は幼児たちにはちょっと分かりずら
いのではないかと思うが、怪獣が大暴れするシーンでは小学校低学年の子ども達は悲鳴を上げ泣き出 子もる。この話の本意は判らないかもしれないが、この街の人たちの混乱と立ち直りの繰り返しに負けない力、二度も三度もの災難にも対応してゆく人たち 対する共感が、子供たちも一時間半 長丁場を食い入るように見つめている原動力であろうか。「えるむの森」は、いわば人間存在の社会的哲学的なテーマを小さな子ども達にも共感してもらい、僕たち大人にも再自覚 せて大きな共感と 嘆を覚えさせる舞台を創っている。そして誰もいなくなった ELEVEN
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作／アガサ・クリスティ
　　
演出／納谷真大
劇場名／コンカリーニョ
　 　　　　　　
八月七日
　過去の生き方を顧みて無言の恐怖に打ち震える
これは一言でいえば、死の訪れを自覚せざるを得な
かった人たちの、その最後の心情を、どう持 得るのかを検証する物語とでも言おうか。
人は皆、生きるためには多かれ少なかれ他人を犠牲に
せざるをえなかっ ではないのだろうか。自分 身は
り変更されたり……つまり、それは、相手の人物の視点から見ると、同じシーンでも微妙に状況が違って見えているというわけなのだろう。
その巧みな作劇術に嵌って、この四人の心情のすれ違
いに魅入られる。四人は四様の秘密を抱きながら、こ二組のカップルはハッピイエンドを示唆するのだが その秘密を知った観客はどう思うのだろうか？
 観客それ
ぞれの私生活の中にも何かの疑惑があるのだろうか？

その秘密保持こそが人間関係を維持する上での最低限ルールな だろうか？
 と納得せざるを得ないのだろう
か？
それぞれのシーンの時間が、過去・現在と複雑に交錯
し、場所も次々と入れ替わるのだが、全く無理を感じさせないことにも演出・演技 力を感じる。町に怪獣がやってきた
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 えるむの森
　　　
作・演出／杉本明美劇場名／やまびこ座
　　　　　　　　　　
七月三〇日
悪意の共同幻想に対する強い意志の総意
風光明媚で静かな山の中の小さな街に、突然、炎の怪
獣が現れた。父のいない娘・エマは母を亡くし祖母に育てられ、我が身の不運を嘆くだけだったのだが、この危機に出会った姿の見えない妖精・タムーと 言葉だけ交流 よって何とか生きる元気を起こ て た。
その妖精・タムーが風を起こすと炎の怪獣は退治され
た。だが怪獣は氷の怪獣、パソホ怪獣、ストップ怪獣と次々とこの小さな街に襲い掛かる。
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この六人は、家族同士がお互いに庇い合うように見え
ながら、実は自己本位で真実が露出しそうになると、その都度に自己保身の論理によって何とか修正し、その遣り取りが延々と続く。その行き詰まり 感情だけによる無理矢理の解決は、過去の再現 もあ 現在の状況でもあるようだ。
この物語の展開は決してリアルに描き出されてはいな
い。恐らく全員が波を象徴するような太く細く横縞模様の様々な色のシャツを着ているのが基 だが、それが象徴するように、すべてのシーンは抽象的・象徴的に表現される。
とても印象に残った二つの場面があった。まず全員が
統一行動をと 時に、一人二人と段々に増え 家族が、縦に並んだり横に並んだり、歩調正しくまるでダンスよう 動き回る。
そして二つ目は、雨が降ると全員がこの台座 ような
ブルーマウンテン号に座り込み 全員を覆い被せるように白布で包むと、それ ライトで映しだされる華やかな抽象模様が乱れ咲き散る。こ 二つのシーンは、この家族たちの心境だろうか。
やがて彼らは、元の川を遡って地元へ帰り、長男夫婦、
両親の順にこの筏とい 家庭を去 、残った祖母とそ愛鳥が去り、次男だけが残る。祖母は大事にしている鳥とだけしか心が通じないのか、彼女はその鳥だけ しか心を許せない か。
この家族の物語は、 次代にも繰り返されるのだろうか、
タイトルの卵とはそのことを指してい のだろうか そして間違い探し 家 の在り方を問うているの ろうか。
意識しなくても、また自分に悪意はまったく無かったと思いたくても、他人の犠牲の上に、その後の自分の人生があっ ことを完全に否定が出来るのだろうか。
おそらくその視点に立ってこの原作の話は創られてい
る。それを生身の人間がやり取りするのは れが舞台上とはいえ、物凄いリアリティがある。普段 舞台で観慣れた俳優さんたちが、この舞台ではまるで見知らぬ実在の人物として、今を生きていくことに何か必死になっている。その凄さに圧倒される。
僕自身も八〇年の人生の汚点を指摘されて、この島に
招待されたとし ら、自分は他人を死に追い込んだ 覚は無いけ ども、ひたすら無言の恐怖に打ち震えるしないであろう。そういう過去を わな は居るだろうか？……ブルーマウンテン号の卵と間違 探し
　　　
Intro
作・演出／イトウワカナ劇場名／ＰＡＴＯＳ
　　　　　


 八月二〇日
崩壊する家庭の物語
まるで小さな筏のような物の上に、祖母・両親・長男
夫婦そして次男の六人が乗っている。つまり、こ が、どんな荒海にも決して沈まないブルーマウンテン号なのだ。 この家族は、 多分次男の問題で地元に居られなくなって、この筏で海へと流れ出し漂流していたのだ。つまり現実的には地元を離れざ を得ずに、知らない土地へ移り住み世間から孤立することになったのだろう
